
The Portrait of a Lady の
二つ の世界の中の money

武藤 恵子

 従 来Henry Jamesの 作 品 にはmoneyに 関 して何 の 苦労 も味 わ う こと

のない裕 福 な人物 た ちが描か れてい ると指摘 されて きた。1)一 代 で莫大 な財

産 を築 いた祖父 や、 その遺 産 に頼 り自らはmoneyの た めに働 くことな く生

活 していた父 を持 つJamesは 、 労働 者階級の家庭 に育 った とは言 えず、 そ

れが故 に彼 は富裕 な人物 ばか りを描 いてい るのだ とも思わ れよ う。確 か に彼

の作 品には労働者 階級 の者 た ちの姿 はほ とん ど見 ることはで きな いが、 しか

しだか らと言 つて彼 とmoneyを 切 り離 して考 え られ るとい うものではない。

Jamesの 覚 書 や書簡 に は、常 にmoneyに こだ わ つて生 きて いた彼 の姿 が

ある。Jamesの 作 品 に は労働 と結 びつ いたmonθyは 見 られ な くと も、 別

の形 でmoneyは 現 れ、 plotに 大 きな影響を与えて いる ので あ る。 彼 の初

期 の作品、The ATnericanやVVαshington Squαreを 考 え た時 、 その 主人

公達 の運命 に大 きな影 響 を与 え る ものにmoneyが あ る こ とは否 あ な い。

また、 後 期 の傑作 の一 つ、The Wings of the Doveに も、 そのplotの

根 底 にmoneyが 存 在 してい る。2)そ こで本稿 では彼 の初 期 の最 高 傑 作 の一

っ、The Portrαit ofαLαdyを 取 り上げ、彼の作 品 には欠 かす ことので き

な いmoneyに 注 目 して論 じて行 く。

 こ の作品 は1881年 に初 版 が出版 され た もので、1908年 にNew York版 出

版の際、Jamesは そ れ に`Preface'を 付 し、 そ こで この作 品 のplotに つ

いてふれ てい る。

The point is, however, that this single small corner-stone, the
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conception of a certain young woman affronting her destiny, had 

begun with being all my outfit for the large building of "The 

Portrait of a  Lady."  3)

ここで 言 う"acertain young woman"っ ま り この作 品 の主入 公Isabel

Archerの 運 命 に大 きな影響 を与え たのがmoneyで あ る と考 え られ る。 彼

女 が伯父 か ら多額 の遺産 を受 け取 った時、彼女 の人生 の方 向 は大 き く変 わ っ

た ので あ る。Jamesは さ らに"Place the centre of the subject in the

young woman's own consciousness"4)と 言 ってい る。 そ こでそのJames

の言 葉 を受 け、Isabelの 視 点 か らmoneyを と らえ、 作 品 の展 開 に沿 って

様 々 に変化 して行 く彼女 のmoneyに っ いて の考 え、 っ ま り彼 女 のmoney

観 を 考 え ることで、 この作品 の中でmoneyが ど うい った役割 を もってい る

のか、 そ してJames自 身 のmoney観 を 考察 す る。

1

 Isabelは 明確 なmoney観 を持 たず、 しか も大 した財 の な い少女 と して

我 々の前 に登場 す る。 その彼 女のmoney観 は彼女 の子供 の頃の様 子 か ら読

み取 ることがで きる。彼女 は子供 の頃、小学 校 の規律 に窮屈 さを感 じ、 それ

よ りもむ しろ祖母 の家 の"the bolted door"(1:31)5)と 窓 に張 られ た"the

green paper"(1:31)で 外 の世界 とは隔絶 され た"office"(1:30)と 呼 ば

れ る部 屋でimaginationを め ぐらせて遊 ぶ ことを好 む少 女であ った。

She knew that this silent, motionless portal opened into the street; 

if the sidelights had not been filled with green paper she might 

have looked out upon the little brown stoop and the well-worn 

brick pavement. But she had no wish to look out, for this would 

have interfered with her theory that there was a strange, unseen 

place on the other side — a place which became to the child's 

imagination, according to its different moods, a region of delight
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or of terror. (1:30)

ここか ら彼女 の周 りに は現実 の あ る 「外 の世界」 と彼女 のimaginationの

場 で ある 「内の世界」 とい う二つ の世 界が存在 す ることが分 か る。彼女 は外

にあ る現実 の世界 に は目を向 けず、 自分 の内な るimaginationの 世 界 に閉

じこ もつてい る少女 と して描 か れてい る。 ここで育 った彼女 のmoneyへ の

意 識 は"Idon't know anything about money"(1=34)と い うもの で あ

る。彼女 はmoneyの 有 無 や それか ら生 まれ る物質的豊か さや社 会 的地 位 と

いつた 「外 の世界」 の ものに は全 くの無関心で、だ だ自分 の好奇 心 を膨 らま

せ、「内の世界」 の 自由のみ を楽 しんで いる。

 彼 女 はmoneyに は無 関心 とい う状 態の まま 「内 の世界」 の延 長 と して彼

女 のい とこRalph Touchettの 住 むGardencourtへ や って 来 る。 こ こで

Isabθ1が 結婚相手 と して は最適 と思 われ る二 人 の金持 ちの男 性 か らの求 婚

を断 るのだが、 これ には彼女 のmoneyに 対 す る感情が反映 され て い る。 彼

女 は結婚 という ものを考 えた時、"The idea of a diminished liberty"(1:

162)を 抱 き、結 果 として彼女 のimaginationの 自 由の た め に はそ れ は障

害 であ ると して、精 神的 な窮 屈 さを感 じる。っ ま りこの時 の彼 女 はmoney

を もたな い自分が、 彼 らとの結婚 によって彼 らが前面 に出 して彼 女 に見 せっ

けて くるmoneyの 力 の前 に屈 せざ るを得 ない恐怖 を感 じ、 あたか も彼 らの

moneyに よ って 自分 が所有 されて しま うかのよ うな圧迫感 を抱 くので あ る。

彼女 の この求婚へ の拒絶 はIsabelが 彼 らのmonθyが もた らす 物質 的豊 か

さよ りも精神 的 自由 を選 んだ ことを示 して いる。

さ らに次 のIsabelとMadame Merleの 会 話 に注 目 した い。

 

. I [Madame Merle] know a large part of myself is in the 

clothes I choose to wear. I've a great respect for things! One's 

self — for other people — is one's expression of one's  self  ; and 

one's house, one's furniture, one's garments, the books one reads, 

the company one keeps — these things are all expressive.'
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 .. I [Isabel] think just the other way. I don't know whether 

I succeed in expressing myself, but I know that nothing else ex-

presses me. Nothing that belongs to me is any measure of me; 

everything's on the contrary a limit, a barrier, and a perfectly 

arbitrary one. Certainly the clothes which, as you say, I choose 

to wear, don't express me; and heaven forbid they should!' (1: 287)

こ こに見 られ る異な る二っ の価値観 は、彼 女 の 「内の世界」 と彼女 の周 りに

あ る 「外 の世界」 という二っ の世界 を特徴 づ ける。 それ らは人 間の内面 にあ

る ものを尊重す る世界 とmoneyが も た らす 目に見え る物質 を尊 重す る世界

と して現 れて いる。 この作品 の初期 の段 階で の彼女 のmoney観 で はmoney

を 彼 女 のimaginationに と って邪 魔 な もの と して感 覚 的 に と らえて お り、

Isabelはmoneyの あ る 「外の世界」 よ りも 「内 の世界 」 を尊 重 し、 そ こ

で の自由 を生 き生 きと謳歌 してい るの であ る。

II

 こ こでIsabelの 「内 の世界 」 の延 長 と して 登 場 したRalphの い る

GardencourtとRalphの 持 つmoney観 に つ い て考 察 す る。 Ralphは 自

分 の世 界観 を し っか りと持 った人 物 で あ る。 そ して いつ も彼 の心 の"the

private apartments"(1:82)か ら外 にあ る"the world"(1:82)を 客 観 的

に観 察 している。彼 は人 の外 的な、表層 的 な素 晴 らしさや、物 質的豊か さと

い った ものよ りも、 む しろ内面 に ある人 間性 を観察 し、人 の もっ豊 かな想 像

力 や知 的 好奇 心 とい うもの を評 価 して い る。Ralphの 住 むGardencourt

は 彼 の世界 が具現化 した もの と言 えよ う。

It stood upon a low hill, above the river — the river being the Thames 

at some forty miles from London. A long gabled front of red 

brick, with the complexion of which time and the weather had 

played all sorts of pictorial tricks, only, however, to improve and
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refine it, presented to the lawn its patches of ivy, its clustered 

chimneys, its windows smothered in creepers. The house had a name 

and a history;  ... this was in quite another quarter. Privacy here 

reigned supreme. (1: 2-3)

ここか らRalphは 現実の社会 とは距離を隔て、歴史や芸術、文化 や自然 と

いった ものに囲まれて生 きていることが分か る。っまり、そこは物質の専重

される 「外の世界」 とは隔絶された彼自身の世界、moneyの 横行す る物質

世界 とは一線を置いたところに存在する彼の精神世界であると言え る。 しか

しRalphはmoneyを 含めすべての 「外の世界」を拒絶 しているのではな

い。彼 の短期間ではあ ったが、 銀行 で働 いた経験 は彼 に十分 なmoney

社会への知識を与えたであろう。彼が間接的にではあるがIsabeユ に多額 の

moneyを 与える時、彼の意図 は次のようなものである。

If she has an easy income she'll never have to marry for a sup-

port. That's what I want cannily to prevent. She wishes to be 
free, and your [Mr.  Touchett's] bequest will make her free. (1: 261)

彼 は現 実社会 の中で結婚 を含 めmoneyが な いた めに経1験す るであ ろう制約

や抑圧 か ら精神 を解 放 し、 自由 を もた らす もの と してmoneyを と らえて い

る。 そ してそ のmoneyが あ って こそ、彼 の ように現実社 会か ら独立 した自

分 の世 界を作 る ことがで きるのだ と考 えてい ると思 われる。

 このよ うな意味 か らRalphがIsabelに 与 えたmoneyだ が 、 彼女 は彼

のよ うにmoneyを と らえる ことはできず、突然 の大金 に大 き く当惑 す る。

そ して彼女 は多額 のmoneyの 使 い途 にmoneyを 所 有す る者 と しての責任

を強 く感 じる。

 ̀
... A large fortune means freedom, and I'm afraid of that. 

It's such a fine thing, and one should make such a good use of 

it. If one should n't one would be ashamed. And one must keep 

thinking; it's a constant effort. I'm not sure it's not a greater
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happiness to be powerless.' (1: 320)

こ こで"ashamed"と あ るよ うにIsabelは 初ﾘて 「外 の世界」 の 「他 」 を

意識 し始 めた ことが分 か る。 そ して、 彼女 に とっては未踏 の地 であ る 「外 の

世界」 の中での様 々な経 験を可能 にす る力 を持つmoneyに 彼 女 のimagi-

nationは 刺 激 され、 また彼 女 はそ れに魅 了 され る。 このmoneyに よ って

彼女 の 目は外 に向 き始 め、それ まで 「内」 に向 け られ て い たエ ネ ル ギ ーを

「外」 で精一杯放 散 す るか の よ うに活 発 に行 動 を取 り始 め る。 あ る意 味 で

Ralphの 意 図 は成 功 した か の よ うに も見 え るが 、 しか しそ こ にはRalph

とIsabelのmoneyに 対 す る認 識 の違 いが現 れ る。 Ralphに と ってmoney

と は それがない ことで味わ うか もしれ ない現実 社会 での不 自由 さを取 り除 く

ものと しての もの、 っ ま り、彼女 のimaginationを よ り広 げ るた め に物 質

世界 か らの 自由 を もた らす もの と して と らえて い るの に対 し、Isabelは

imaginationの お もむ くま まに物質世界 の中 で行 動 す る自 由を もた らす も

の と してmoneyを 理 解 す る。 それが この時 の彼女 のmoney観 な のである。

 しか しこのmoneyが 先 にふ れたよ うにIsabelの 運 命 に大 きな影響 を与

え るの で ある。 このmoneyを 得 た後 の彼女 はGilbert Osmondと の 結 婚

を決意 す るが、 これ には彼女が大金 を手 に した ことが大 き く関 係 して い る。

彼女が この結婚 を決意 した理 由には、 第一 に このわず かな財 産 しかな い男 の

たﾘにmoneyを 使 うことが彼女 のmoneyの 適 切 な 用途 なの だ と考 え た こ

と、第二 に自ら決 断 した この結婚 に責 任 を持 ち、 独立 した人 間 と して 自分 の

moneyで 生 きて行 くのだ とい うこ とに あ る種 の 自己満 足 感 を抱 いた こと、

そ して第 三 に以 前二 人 か らの求 婚 を受 け た時 と は異 な り、 この結 婚 で は

moneyを 与 える者 とそれを受 け る者 との立 場が逆転 し、 moneyを 持 っ身 と

な ったIsabelは 現 実 の中 にあって も以前 のよ うに他人 のmoneyか ら の圧

迫感 に恐怖 す る必要 がな いこと、以上 の三点 が考え られ る。 これ らか ら彼女

の結婚 はこのmoneyが 引 き起 こした ものだ と言え よ う。 しか し、結果 と し

て この結婚 が彼女 に もた らした ものはRalphの 精 神世 界 か らOsmondの
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いる 「外の世界」への彼女の居場所の移動、彼女の立場の変化である。

III

 Isabelの 結 婚 を通 してOsmondの 世界 の具体的 な特徴 を見 る。 Osmond

は エ ゴイ ステ ィックなデ ィレ ッタン トでmoneyに 対 す る強 い執 着心 を もっ

て い る。彼 はInoneyへ の欲 望 を洗練 された身 のこな しや表面 的な愛 想 の良

さの下 に見事 に隠 して はい るが、 そ もそ も彼がIsabelに 求 婚 した の も彼 女

のmoneyが 目 的で あった ことは明 らかで あ る。 先 のMadame Merleの

言 葉 にあ ったよ うにOsmondも 人 を判 断す る時、 その人の 内面 よ り もその

人 の所有 す る ものや容姿等 の外見 に価値基 準を おいて いる。彼 に とって人 が

持 つmoneyの 額 が その人 の価 値 を決定 づ け るの で あ る。 勿 論 彼 自身 、

moneyを よ り多 く得 て高価 な芸術品 に囲 まれて生活 す る こ とにあ こが れ を

抱 いてい るのであ り、 その欲 望 のため にもOsmondはmoneyに 執 着す る。

Osmondに と ってIsabelは 彼 女 の持つmoneyの 額 が多 ければ多 いほ ど価

値 の あ る結 婚 相 手 に な る 。 そ して 彼 の 信 条 、"one ought to make

one'slifeawork of art"(2=15)に あ る よ うに、 他 人 を一 っ の芸 術 品 と

して価値判断 を下す。 そ して彼 の娘Pansyを 自分 の意志 を持 たず父 親 に対

して柔順 な人形 の よ うに育 て上 げてい る。 彼 は人 を芸術的 視点 か ら判 断 し、

芸術 と して価値 の ある外見 を持っ者 を 自分 の コ レクシ ョンと して収集 しよ う

とす る。Isabelに も彼 の所 有 す る芸 術 品 の～ っ とな る ことを望 ん で お り、

そのた めにはIsabelのimaginationや 彼 女 の 自由意志 とい つた もの は全

くの不要物 とな る。 そ れ故"he would have liked her to have nothing

of her own but her pretty appearance"(2:194)と 推 察 され る。

 Osmondのmoneyに 対 す る 俗 悪 な 欲 望 が 最 も端 的 に 現 れ る の がPansy

の 結 婚 間 題 に 関 して で あ る 。Oscar Cargillは"The evil is partly exposed

in little Rosier's sharing with Gilbert Osmond the view that Pansy

is an objet d'art:"6)とOsmondとPansyへ の 求 婚 者Edward Rosier
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が彼女 を"物"と して扱 って い ることを指摘 して い るが、 しか し彼 らの間

にはPansyを"an objet d'art"と して扱 うだ けでな く、 さ らに売 買 しよ

うとす るかのよ うな会話 が見 られ る。

 OsmondとRosierと の 間 にはPansyと い う芸 術 品 を オ ー ク シ ョンに

か けて の売 り手 と買 い手 の 間のmoneyの 駆 け引 きが行 われ るので あ る。

RosierはPansyを"a Dresden-china shepherdess"(2=90)と 表 現 し、

彼 の"Iesteem a dot very much. I can do without it, but I esteem

it"(2:96)と い う言葉 には、彼 に とってPansyに つ け られ る持参 金 が彼 女

の価値 であ ることが現 れて いる。 一 方Osmondは 娘 婿 とな る男 がPansy

に もた らすであ ろうmoneyの 額 やそ の男 の存在 の芸術 性に こだわ っている。

彼 の言葉"Iset a great price on my daughter"(2:121)は 彼 が 自分 の

娘 さえ も高価 な芸術 品 と して売値 をつ けている様が分か るであろう。Osmond

の い る物質世界 では洗練 され た愛想 の良 い態度 とい う仮面 に彩 られた社交会

の裏 にいつ もmoneyへ の 欲望が隠 れて お り、 人 々はそ こでmoneyか ら得

られ る物質 的豊 かさに喜 びを見 いだ し、moneyを よ り多 く持 と うとす る。

彼 らの心 はmoneyに よ って支配 されて しま って いる と言 え よ う。

Osmondの 物 質世界 の中でIsabelは 以 前Ralphの 世 界 にい た時 とは大

き く変化 す る。

The years had touched her only to enrich her; the flower of her 

youth had not faded, it only hung more quietly on its stem. She 

had lost something of that quick eagerness to which her husband 

had privately taken exception — she had more the air of being 

able to wait. Now, at all events, framed in the gilded doorway, 

she struck our young man [Rosier] as the picture of a gracious 

lady. (2: 105)

こ こに はRalphの 世 界 にい た時 のIsabelの 生 き生 きと した姿 は な く、

Osmondの 芸 術品の一っ、 ま さに"portrait"と な って い る彼 女 の姿 が見

られる。彼 女はPansyの 結 婚 に際 し、 夫 の欲望 を満 たす べ くPansyを イ
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ギ リス貴族 と結婚 させ るよ う協力 すべ きか、Pansyの 気 持 ち を尊 重 して そ

の協力 を拒 む かの ジ レンマ に陥 る。 そ して夫 の望 むよ うに行 動 しよ うと した

時、彼女 は偽善 者 た る自分 を感 じる。 さ らにOsmondとMadame Merle

の関 係 に気 付 き彼 らのmonθyへ の執 着 の欲深 さ を理 解 した時、 Isabelは

Osmondと の 結婚 によ って飛 び込ん だその世 界 の実態 を理 解 し、 自分 の周

りの状況 を見 回 し、彼女 がOsmondの 所 有物 として閉 じ込ﾘら れ て い る こ

とに気付 くので ある。

Between those four walls she had lived ever since; they were to 

surround her for the rest of her life. It was the house of darkness, 

the house of dumbness, the house of suffocation. Osmond's 

beautiful mind gave it neither light nor air; Osmond's beautiful 

mind indeed seemed to peep down from a small high window 

and mock at her. Of course it had not been physical suf-

fering; for physical suffering there might have been a remedy. 

She could come and go; she had her liberty; her husband was 

perfectly polite. He took himself so seriously; it was something 
appalling. Under all his culture, his cleverness, his amenity, under 

his good-nature, his facility, his knowledge of life, his egotism 

lay hidden like a serpent in a bank of flowers.  (2:  196)

この"walls"に 閉 ざ され た閉 鎖 的 な空間 こそOsmon痰ﾌ よ うにmoney

へ の欲望 に と らわれ た物質 中心主義 の人間 の偏 狭 さや排他性 の現れであろう。

その"walls"の 外 で はOsmondは 他 者 に対 して洗練 され た愛 想 の よ い仮

面 を見 せ、一方 で心 の内に俗 悪 なmoneyへ の 執着 を隠 して いる。 そ こは金

持 ちで芸術 品 と して価値 があ ると彼 に認 め られ た者 しか入 ることを許 され な

い領域 であ り、彼 の秘密 の宝箱 のよ うな もの であ ろ う。Isabe1は そ の 中 に

彼 の宝物 の一 つ と して閉 じ込 め られていたので ある。物質世界の中でmoney

が彼 女 に もた ら した もの は想像力 の束縛 と自由意志への抑 圧 であ り、 この事

実 に気付 いた時、Isabelのmoneyへ の 意識 は大 きく変化 す る。
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At bottom her money had been a burden, had been on her mind, 

which was filled with the desire to transfer the weight of it to 

some other conscience, to some more prepared receptacle. (2: 193)

こ こで彼女 に とってOsmondと の結 婚 を もた らす発 端 とな ったmoneyは

精 神的苦悩 の元 凶以外 の何物 で もな く、嫌悪 すべ き対 象 にな ったので ある。

IV

 Isabelを 中心 に彼女 とmoneyと の関 係 を考 え、 彼 女 のmoney観 の 変

化 をた ど った時、 この作 品の 中には対 立す るRalphとOsmondの 二 っ の

世 界が存在 し、 そ してそ こに二っ のmoney観 が 見 えて きた。 D.1.. Mull

は この点 を次の様 に言 う。

The novel presents, then, two senses of money: money as envelope 

of circumstances, operative within the realm of actuality,  .  .  . 

and money as potential, as a fact of the imagination, nonopera-

tive because existent only within the static realm of ideality.7

Mullの 指 摘 に もあ るようにOsmondの 物 質世 界 の中 で人 の物 質 的欲 望 の

ために働 くmoneyと 、 Ralphの 世 界 の 中で物 質 的 な制 約 か ら精神 を解放

し、心 の 自由を得 るたﾘに 現実 のmoney社 会 か ら精 神的領域 を確立す るた

め に働 くmoneyが この作品 の中 には描 か れ て い る。 二 つ の世 界 の中 で の

Isabelの 経 験 に伴 う彼女 のmoney観 の 変 化 に はJames自 身 のmoney

観 が反 映 されて いると思 われ る。 この作品 の二 っ の世 界 とIsabelの 関 係 か

らJamesのmoney観 を 考察す る。

 Osmondの 俗悪な物質世界 とそ こでIsabelが 受 けた精神的苦悩 には、

James自 身の当時の物質1.的 な商業社会での経験が大 きく関係 している。

Jamesは 裕福な家庭に育 ったものの決 して安穏 とした執筆活動 を許 されて

いた訳ではない。彼 は少 しでも多 くのmoneyを 稼 こうと一種の強迫観念め
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いた ものを も って作品 を次 々 と書 いていた。James自 身 当時 の商 業 主義 の

アメ リカをWashington Squareの 中 で次 の ように書 いて い る。

In a country in which, to play a social part, you must either 

earn your income or make believe that you earn it, the healing 

art has appeared in a high degree to combine two recognized 

sources of credit. It belongs to the realm of the practical, which 

in the United States is a great recommendation; and it is touched 

by the light of science — a merit appreciated in a community in 

which the love of knowledge has not always been accompanied 

by leisure and  opportunity.8)

ここに はmoneyに つ なが る実 際的な仕事 をす るとい うこ とが当時の アメ リ

カで は価 値 のあ る ことで あ り、 また実際的 な仕 事 に従事す る ものが尊 敬 を受

けていた社会 で あ った こ とが うかがえ る。彼 が執筆活動 を通 してmoneyを

稼 ぐとい うの は彼 に とって社 会的地位 を得 るため に必要 な ものであ ったので

あ る。 そ のた めに彼 が作品 の連載 をめ ぐって出版社 と交渉 す るな どmoney

にか な り執着 した様 子 も彼 の手紙 の中 に伺 え る。 例 えばThe Portrait oノ

αLadyの 連 載 に関 して書 かれたW. D. Howellsへ の手紙 が ある。

The vision of a serial in Scribner does not, I may frankly say, 

aesthetically delight me; but it is the best thing I can do, so 

long as having a perpetual serial running has defined itself as a 

financial necessity for me. When my novels (if they ever do) bring 

me enough money to carry me over the intervals I shall be very 

glad to stick to the  Atlantic.9)

しか し一方で商業社会では大衆に受ける作品でなければmoneyに っながら

ず、その中で知的文学者が強いられていた弱い立場に文学者 として少なから

ずJamesは 苦痛 を味わったに違いない。豊かな想像力を持っ者がmoney

中心の物質社会の中で味わ うこの苦悩がIsabelの 苦悩として表 されていた

のであろう。
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 さ ら にJamesはOsmondに 見 られ た華 やか な ヨー ロッパ社 交会 と い う

ものにあ こがれ て もいた。彼 はフ ランスの社交 会 で様 々な貴族 や文 豪 たち と

交流 を もっ のだ が、 しか しやが てJamesに 向 け られ るのは彼 らの表面 的 な

愛想 の良 さばか りだ と気 付 き、結局彼 らの 中に は入 る ことので きな い疎外感

を味 わ う。 彼 は兄 へ の手 紙 の 中で"Iam still completely an outsider

here"10)と も ら して いるよ うに、 moneyに よ る栄華 に彩 られ た社交 会 を羨

望 の眼差 しで外 か ら眺めて いた様子 が分 か る。Leon Edelは 当 時 のJames

を 次 の よ うに説 明す る。

In James's time there were in these streets a great many fine old 

 ho tels, with their wide gates and coachyards. James had hoped 

that some of these gates would swing open for him.'1

これ はJamesが 描 いたOsmondの 世 界 の表面 的 な愛 想 のよ さの裏 の排 他

性 を思 い お こさせ る。 我 々がOsmondを 通 して 見 て き た物 質 社 会 と は

James自 身 が経験 して きたmoney中 心 の現実社会 で あ る。 そ れ は表 面 的

な美 しい仮面 を被 った社 会で あ り、 しか しその中 にはInoneyに 対 す る欲望

が渦巻 き、 そ してそ こで はmoneyを 持 た ぬ者 は相手 に されな い ので あ る。

それ故、Jamesは 更 にmoneyを 稼 ぐことに執着 した ので はないだろ うか。

 Jamesはmoneyに 対 し、現 実 に生 き るた めに執 着 心 を抱 きつ っ、 そ の

一方でmoneyの 二 の次 にされて しま う芸術性 に苦痛 を感 じて もいたのだ ろ

う。彼がmoneyに 関 して味 わ った苦悩 はIsabelの 精 神 的苦 悩 と して現 れ

て いる。つ まりこのIsabelの 物 質世界 の中 での精神的苦 悩 を通 してJames

は心 の豊 かな者 がmoneyに よ って圧迫 されて しま う現 実 を表 してい ると言

えよ う。

V

Jamesに と ってRalphの 世 界が意味 す る ものが 作 品 の最 後 に表 れ て い

る。Isabelが 苦 悩 を通 してOsmondの 世 界 を理 解 した後 、 Jamesは
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Ralphを"an apostle of freedom"(2:245)と 表 現 す る。 こ こ か ら彼 は

Ralphを 精 神 的 な自由 に満 ちた神聖 な る世 界 の代表 者 と して、 それ に対 し

Osmondを そ れ とは対照 的な俗悪 な欲 望 に満 ち た邪 悪 な る世 界 の代 表 者 と

して明確 に描 き始 め る。IsabelがOsmondの 反 対 を押 し切 って死 の床 に あ

るRalphに 会 いに行 く時 、 Jamesが 結 局 物 質世 界 よ りも精 神 世 界 を優 位

に考 えて いた と言 え る。

再 び訪 れたGardencourtはIsabelの 目 には次 のよ うに映 る。

All purpose, all intention, was suspended; all desire too save the 

single desire to reach her much-embracing refuge. Gardencourt 

had been her starting-point, and to those muffled chambers it 

was at least a temporary solution to return. She had gone forth 

in her strength; she would come back in her weakness, and if 

the place had been a rest to her before, it would be a 

sanctuary now.  (2:  391)

Isabelに と ってGardencourtはOsmondの い る物質世界 か らの 「避難 場

所」 で あ り、 いか な る金銭 的な問題か らも隔離 された 「聖域 」 と して 映 る。

ここか らもJamesがRalphの 世 界 を神聖 な もの と して と らえ て い る こと

が分か る。moneyに 心 を支配 されて しま って い るOsmondの 世 界 と は異

なり、Ralphの 世 界で は人がmoneyを 支 配 して い る。 Osmondの よ うに

monθyに 心 を縛 られ る こ とな く生 き る こと、 っ ま りRalphの よ うな

moneyと の 関係 で生 き ることをJamesは 望 んでいたので はないだ ろ うか。

 Osmondの 世 界 で苦悩 を味 わ った後 のIsabelは 以 前Ralphに 聞 い て い

たようにそ こでghostに 出会 う。 そ のghostの 出 現す る精神 世 界 とい う

の がJamesの 求 め て い る世 界 を特 徴 づ け る。 Jamesは 最 愛 の い と こ

Minnyの 死 にっいて書 いた手紙 の中 で次 のよ うに書 いて いる。

She has gone where there is neither marrying nor giving in mar-

riage! no illusions and no disillusions — no sleepless nights and 

no ebbing strength. The more I think of her the more perfectly
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satisfied I am to have her translated from this changing realm 

of fact to the steady realm of  thought.12

ここに表 されて い る 『絶 えず移 り行 く事 実の世界 』 とい うのがOsmondの

世 界 であ り、「安定 した思考 の世界』 とい うのがRalphの 世 界 だ と言 え よ

う。 つ まり、Ralphの 世 界 とはJamesが 憧 れ求 め る あ る種 の理 想郷 で あ

り、Jamesは そ れ を現実 の物質 世界 とは別 の世界 と して彼 の作品 の中 に作

り上 げたので ある。

 しか しMinnyやRalphの 死 に象徴 され るよ うにその理想郷 は 『死』 に

よ って しか 行 く こ との で きな い もの と して 描 か れ て い る。Isabelは

Ralphの 死 後再 びOsmondの 元 へ と帰 って行 く。 それ はGardencourtが

死 期 の近 い者 しか住 む ことを許 され ない領域 で あ るか らで あろう。 この こと

はRalphの 死 に平行 してGardencourtが 衰 退 し荒 廃 しっ っ あ る ことか ら

も分 か る。 人 は生 きてい る限 り現実か ら逃 れて理想郷 へ は入 って行 けないの

で あ り、従 ってmoney中 心 の社会 の中 でmoneyに 関 わ りなが ら生 きて行

か ざるを得 ない のである。 そ れ故 にRalpfやMr. Touchettは そ こに住

む ことはで きて も、IsabelやMrs. Touchettは そ こに住 む ことはできなか っ

た ので あ る。Jamesは 自分 の理想世界 を求 め続 けな が ら も、 この世 で生 き

て いる限 りそれ は彼 の作 り上 げた幻想 的世界 にす ぎな いのだ と認識 して いた

と言 えよ う。結 局Jamesはmoneyに よ って現実 の商業社会 に縛 り付 け ら

れて いたのであ る。

 以 上 の よ うに、 この作 品の中 には対極する二つの世界が存在 し、それ に伴 っ

て二っ のmoney観 が表 されてい る ことが分 か る。 これ ら二 っ の世界 に は

James自 身 のmoneyに 対 す る感情 が大 き くかかわっている。 Jamesに と つ

てmoneyは 現 実社会 の嫌悪 すべ き対 象で あ り、 それ か ら逃れ るべ く彼 の理

想郷 を別世 界に築 いているが、他方 で現実 に生 きて行 くた めにmoneyを 求

め る欲 望 を も持 って いる。 この よ うな彼 の矛 盾 したmoneyへ の 態度 が
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RalphとOsmondを 生 み出 し、 そ の中 にIsabelを 投 じる ことでJames

は 自分 の確固 と したmoney観 を 探 していたのではないだ ろうか。
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